
「手作りのプチセレモニー」ハイブリッド開催

さいたま市農業者トレーニングセンター花き集荷施設倉庫にて
例年9月さいたま市農業者トレーニングセンター「緑の広場」にて開催してきたリレー・
フォー・ライフ・ジャパンさいたまのリレーイベントはコロナ禍の中、 はじめて延期 11月開
催となり 実行委員のみのプチセレモニーをライブでZoom配信チームの皆様との再会とサ

バイバーの皆様への想いを込めたハイブリッド開催となりました実行委員のみエンプティー
テーブルセレモニー、ルミナリエを開催

お寄せいただいた手形で作ったサバイバーズフラッグと上尾中央看護専門学校の学生さん
からのメッセージフラッグ

11月13日
ダイジェスト動画は

こちらから→



世界中がコロナに振り回された2年、私たちの活動も制限せざるを得ませんでした。
コロナの影響で、直接・間接関わらず多くの人たちが命を落として苦しんでいますが、サバイバーの皆さん
はコロナに関わらず毎日がんと向き合い、闘っています。
11月13日、毎年のイベントを心待ちにしていたサバイバーの皆さんに思いが届くよう、実行委員のメン
バーのみによる手作りの「プチセレモニー」を開催いたしました。 ルミナリエ・エンプティテーブル・サイバー
ズウォーク・・・喜びと哀しみと感動が凝縮された記憶に残る1時間 会場は、さいたま市が管理する、恒例
の農業者トレーニングセンター「緑の広場」に隣接する花き集荷施設倉庫ではありますが、旅立たれたサバ
イバーの皆さんが会場探しで迷われない様にとの思いを込めて設えた会場でした。
リアルなチーム参加は叶いませんでしたが、ライブでZoom配信した会場の様子と共に、これまで参加頂い
た53チームをスライドで紹介いたしました。 2年お会いできなかったチームの皆様との再会とサバイバーの
皆様への想いを込めた小さなセレモニーによって、2021年の足跡を残せたことに、準備・参加頂いた実行委
員、協力頂いた皆様 「One TEAMさいたま」 に心から感謝を申し上げます。

リレー・フォー・ライフ・ジャパン2021さいたま実行委員会
実行委員長 大竹 秀幸

来年以降に繋げるための足跡を

202１年寄付金額合計 （協賛金含む）１,００１,１８７円

SELF WALK RELAY 2021 さいたま
9月1日（水）～9月30日（木）

好きな場所、好きな時間で歩くことが、がん患者支援につながるコロナ禍でもでき
るチャリティウォークイベント
今年会場で叶わなかった「リレーウォーク」をそれぞれの場所で歩き、その歩数を、
協賛いただく企業・団体・個人の寄付金で買い取っていただく新しいスタイルの
チャリティー 2021年新たになった専用アプリ「monpo」を使って開催しました。

9月 3日（金） 浦和経済新聞 Yahoo！ニュースに掲載

― 【さいたまの集計報告】 ２０２1．10．6 ―

総参加者数 224人

歩数目標3000万歩達成率 103％
総歩数 31,012,910歩9月17日（金） 埼玉新聞掲載

参加者が歩いた埼玉県の風景



RFLJさいたまオリジナルグッズ販売

チーム限定販売
Tシャツ・マフラータオル・リストバンド

お揃いの物を身に着けて
セルフウォークリレーに参加しよう

実行委員会 13回開

催

キックオフ&トレーニング(ハイブリッド開催) 5月23日

さいたま市長表敬訪問 8月10日
幸せの黄色いレシート
キャンペーン
（AEON浦和美園）



上尾中央看護専門学校啓発活動
10月15日

がんと向き合う語らいの場
「なごみサロン」

実行委員のサバイバーが感染予防対策をして
来談者さんをお迎えします

感染状況を確認しながら4月、10月、11月、12月の4回開催

緑区区民まつり 11月

写真参加 緑区役所展示、区HP・区Twitter掲載など

グローバル・ヒーロー・オブ・ホープ

藤野信子さんが2022年アメリカ対がん協会から
「自らの病と闘い、人々に希望や勇気を与え前向き
にがんに立ち向かうサバイバーの代表として
世界9カ国から23人の中の一人に選ばれました

スマートフォンでOQコードを
読み取っていただき、
当ホームページをご覧ください→


